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食
の
理
想
郷
へ
の

　
　
　
　

道
し
る
べ

―
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推
進
プ
ラ
ン
―

　平成26年の「ユネスコ食文化創造都市」認定からこ
れまでの間、市民、生産者、事業者、関係団体の皆さん
とともに、食文化を生かした鶴岡ならではのまちづくり
を進めてきました。
　今回の特集では、ユネスコ食文化創造都市・鶴岡の更
なる発展のための指針「鶴岡食文化創造都市推進プラ
ン」の概要を紹介します。
■�同プランは市ホームページ「市政情報」→「総合計画
等」→「食文化創造都市」でもご覧いただけます。

◎問合せ　本所食文化創造都市推進課☎内線527

特
集
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「
創
造
都
市
」
―
一
体
、
ど
の
よ

う
な
ま
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い

や
発
想
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自

分
の
ま
ち
の
文
化
を
生
か
し
た
活

動
を
行
い
、
そ
れ
が
生
活
の
豊
か

さ
や
地
域
の
活
力
に
つ
な
が
っ
て

い
る
ま
ち
で
、
創
造
的
な
ま
ち
づ

く
り
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
の
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
は
、
鶴
岡
を
含
め
世
界

で
百
十
六（
平
成
二
十
八
年
時
点
）

都
市
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。　

食
文
化
の
将
来

　

鶴
岡
の
食
文
化
の
将
来
に
対
し

て
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
思
い

や
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

 

「
鶴
岡
の
食
材
や
料
理
を
発
信
し

て
発
展
さ
せ
た
い
」「
家
庭
の
行

事
食
や
郷
土
料
理
を
子
や
孫
に
伝

え
た
い
」「
食
へ
の
祈
り
や
願
い

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
―
こ
れ
は
一
例
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
一
人
ひ
と
り
の
思
い
や

発
想
を
、
鶴
岡
の
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
た
り
、
新
し
い
取
り
組
み

に
挑
戦
し
た
り
す
る
こ
と
が
、「
ユ

ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
」
と
し

て
の
役
割
で
す
。

　

世
界
的
に
見
て
も
価
値
が
高
い

と
評
価
さ
れ
た
鶴
岡
の
食
文
化
。

こ
れ
を
更
に
発
展
さ
せ
、
食
文
化

を
中
心
と
し
た
豊
か
な
ま
ち
づ
く

鶴岡の食文化とは．．．

≫
身
近
に
あ
る
食
文
化

　

鶴
岡
の
食
文
化
は
、
私
た
ち
の

先
人
の
知
恵
と
努
力
、
感
謝
と
喜

び
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
今
も
、
家
庭
や
地

域
で
大
切
に
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

山
と
海
に
囲
ま
れ
た
鶴
岡
。
夏

は
暑
く
、
冬
は
雪
が
降
り
、
春
と

秋
は
爽
や
か
な
日
が
続
き
ま
す
。

こ
こ
で
暮
ら
す
私
た
ち
の
食
は
、

例
え
ば
、
お
い
し
い
庄
内
米
と
四

季
の
郷
土
食
。
大
黒
様
の
御
歳
夜

な
ど
の
行
事
食
。
山
・
里
・
海
の

豊
富
な
食
材
。
五
十
種
類
以
上
の

在
来
作
物
。
創
意
工
夫
で
継
承
さ

れ
て
き
た
酒
造
り
や
菓
子
。
出
羽

三
山
や
黒
川
能
の
精
神
文
化
に
つ

な
が
る
食
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に

触
れ
た
り
、
感
じ
た
り
し
て
い
る

食
。
そ
れ
が
鶴
岡
の
食
文
化
の
大

き
な
特
徴
で
す
。

食
文
化
と
創
造
都
市

　

こ
の
食
文
化
は
、
実
は
鶴
岡
固

有
の
も
の
で
、
市
民
、
生
産
者
、

事
業
者
み
ん
な
で
大
切
に
支
え
て

い
る
貴
重
な
文
化
だ
と
い
う
こ
と

を
ユ
ネ
ス
コ
に
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
申
請
が
認
め
ら
れ
、
平

成
二
十
六
年
十
二
月
に
国
内
唯
一

の「
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
」

に
な
っ
た
の
で
す
。

これらが現在も

　私たちの生活の中に息づき

また現代の人々によって

　新たに創意工夫されている

鶴岡の食材
山、平野、川、海という変化に富む
独特の地形と、四季が豊かに感じら
れる自然環境のもと育まれている

鶴岡ならではの
料理や酒造り、菓子

先人たちの知恵や努力による継承と
現代の人々の創意工夫によって生み
出される

食の精神文化
作物の豊作や人々の豊かな生活を願
うなど、祈りの念をもって継承され
ている
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中
心
と
し
た
様
々
な
人
や
分
野
の

関
わ
り
合
い
方
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の
で
す
。
そ
し
て
多
様
に
広
が

る
そ
の
将
来
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
、

例
え
ば
「
生
産
者
、
市
民
が
食
へ

の
誇
り
と
食
の
楽
し
さ
、
喜
び
を

感
じ
て
い
る
」「
交
流
や
発
想
で

食
文
化
の
新
し
い
価
値
が
生
ま
れ

て
い
る
」「
食
文
化
の
歴
史
や
伝

統
を
理
解
し
継
承
し
て
い
る
」「
協

働
事
業
や
研
究
が
食
関
連
の
地
域

産
業
を
け
ん
引
し
て
い
る
」「
国

内
外
の
創
造
都
市
と
交
流
し
、
新

し
い
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
」
な
ど
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
将
来
像
を
一
つ
ず
つ

実
現
す
る
こ
と
が
、
本
市
が
持
続

鶴岡食文化創造都市推進プラン

り
を
進
め
な
が
ら
、
大
切
な
財
産

と
し
て
、
次
の
世
代
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
「
鶴
岡
食
文
化
創

造
都
市
推
進
プ
ラ
ン
」
を
定
め
ま

し
た
。

「
食
の
理
想
郷
へ
」と
は

　

食
文
化
は
日
頃
の
暮
ら
し
に
密

着
し
て
い
る
と
と
も
に
、
一
次
～

三
次
産
業
に
関
わ
る
裾
野
の
広
い

分
野
で
す
。「
生
活
」
と
「
産
業
」

に
関
わ
り
の
深
い
食
文
化
を
中
核

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
基
本
理
念
が「
食
の
理
想
郷
へ
」

で
す
。

　

こ
の
基
本
理
念
は
、
食
文
化
を

学校給食発祥の地・鶴岡
給食が伝える食文化

■

■

「大黒様の御歳夜献立」で行事食に
触れる機会を提供

「食文化創造都市特別献立」で、わ
らび汁や鮭のみそかす漬け焼き、ご
ま豆腐等の郷土に伝わる料理を提供

　給食に関する市民活動では、
鶴岡まちづくり塾が、鶴岡の給
食の歴史や魅力をまとめた本を
出版しています。

△『もいちど、食べたい』

交流
②食文化による

交流のまち
多様な食文化の学びと

交流の推進

市民
③食文化の歴史と
伝統をつなぐまち

食文化の誇りと
喜びの継承

基本目標

基本理念：食の理想郷へ

産業
①新たな発想を

生み育てる
食文化産業のまち

食文化による農・観・
食産業の活性化

重点目標

×伝統

次世代
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③
食
文
化
の
歴
史
と
伝
統
を
つ
な

　

ぐ
ま
ち

　

新
し
い
発
想
で
食
文
化
産
業
を

育
て
地
域
経
済
を
豊
か
に
し
、
学

び
を
中
心
と
し
た
創
造
都
市
等
と

の
交
流
で
市
民
活
動
や
産
業
活
動

を
発
展
さ
せ
、
生
活
の
中
の
食
文

化
を
誇
り
と
と
も
に
継
承
す
る
都

市
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
目
標
を
基
に
「
食
の
理
想

郷
へ
」
の
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
の
五
年
間
を
一

つ
の
区
切
り
と
し
て
、
特
に
力
を

入
れ
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
取
り

組
む
の
が
「
①
新
た
な
発
想
を
生

み
育
て
る
食
文
化
産
業
の
ま
ち
」

で
、
重
点
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

可
能
な
都
市
と
し
て
発
展
す
る
可

能
性
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

目
標
は
三
つ

 

「
食
の
理
想
郷
へ
」
を
達
成
す
る

た
め
、
市
民
、
生
産
者
、
事
業
者
、

関
係
団
体
、
行
政
は
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
担
っ
て
い
き
な
が
ら
、
課

題
に
対
し
て
は
お
互
い
に
協
力
と

協
調
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
一
歩

ず
つ
進
め
る
た
め
、
基
本
目
標
を

次
の
三
つ
に
定
め
ま
し
た
。

①
新
た
な
発
想
を
生
み
育
て
る
食

　

文
化
産
業
の
ま
ち

②
食
文
化
に
よ
る
交
流
の
ま
ち

農林
水産物 酒文化菓子文化自然風土精神文化行事食郷土料理

鶴岡食文化の基盤

ユネスコ食文化創造都市ブランドづくり

創造都市ネットワークで
産業連携

■

■

同じ食文化分野で認定のイタリア・
パルマ市との交流
食の都の料理技術を学び、新たな産
業へ展開

！メロンサミットで共演！
第３回全国メロンサミットに合わせ、８日○土 に
つるおか食文化市場FOODEVER（マリカ東館
１階）、９日○日 に小真木原運動公園でパルマの
料理人が鶴岡の砂丘メロンを使用した試食を提
供します。ぜひご来場ください

産業全体の持続的成長

食文化を生かした産業の取り組みの強化

■人材・料理・体験等の地域素材の磨き上げ
■農林水産物や加工品等の付加価値向上
■食文化を生かした観光コンテンツの充実

モノのブランド化

食文化を生かしたまちづくりの強化

■市民による食文化の保存・継承の取り組み
■食文化を生かした市民の活動
■市民による食文化観光の情報発信

都市のブランド化

▲ ▲

▲

【戦略イメージ】

▲ ▲

　農林水産・観光・飲食・食品製造業の連携による
　　　　「ユネスコ食文化創造都市ブランド」づくり戦略

重点戦略

×イタリア・パルマ

鶴岡
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鶴岡食文化創造都市推進プラン

フィールドスタディで
鶴岡の魅力を再発見

■鶴岡食文化の保存継承、産業振
興へ向け施策や目標を提案します
■国内外の都市や研究機関との交
流を進め、新たな観点による取り
組みが促進されるよう努めます

行政
■鶴岡産の農林水産物が市内の旅
館、飲食店、食品製造業へ安定供
給される仕組みを検討しましょう
■販路拡大、新商品の開発への指
導・助言を行いましょう

生産者団体・観光団体等の皆さん

鶴岡産漬物プロジェクト
地元野菜の活用促進

■

■

乳酸菌入りつや姫の米ぬかを使用し
た新商品を開発
鶴岡中央高校生徒が「漬物創作料理」
を考案し、大産業まつり等で発表

■

■

各地域の多様な食文化を体験しても
らうプログラムを提供。特に朝日・
温海地域をモデルに２泊３日の滞在
型プランづくりにも挑戦
学生との交流を通して、地域住民も
鶴岡食文化の価値を再認識

鶴岡の食文化を世界中の人が学びに集
まる…。そんなまちを目指しています

みんなで進めよう！食文化を生かしたまちづくり
－各実施主体に期待する役割－

■家庭に伝わる郷土料理や行事食
を次世代へ継承しましょう
■鶴岡の旬の食材や豊かな水産物
に対する理解を深め自らPRしま
しょう

市民の皆さん

■質やおいしさにこだわった生産
に努めましょう
■地元の農林水産物が地元で流通
する仕組みづくりに参画しましょ
う

農林漁業者
の皆さん

■鶴岡産の農林水産物を積極的に
活用した料理や、新たな加工品等
の開発に努めましょう
■食文化の知見を深め、来訪者に
伝える付加価値を作りましょう

飲食・旅館・製造
事業者等の皆さん

×農商工観連携

新商品 ×イタリア食科学大学

体験
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で
き
な
い
食
文
化
体
験
を
総
合
的

に
展
開
す
る
「
つ
る
お
か
食
と
風

土
の
祭
典
（
仮
称
）」
を
中
心
と

し
た
取
り
組
み
を
進
め
、
継
続
的

な
誘
客
に
努
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
今
後
三
つ
の

基
本
目
標
を
基
に
、
観
光
誘
客
の

推
進
、
農
林
水
産
物
の
品
質
向
上

や
供
給
体
制
の
強
化
、
食
文
化
を

生
か
し
た
商
品
の
付
加
価
値
の
向

上
や
販
路
拡
大
、
食
文
化
に
関
る

人
材
養
成
、
食
の
専
門
機
関
と
の

戦
略
的
連
携
、
創
造
都
市
と
の
交

流
、
食
文
化
の
歴
史
・
伝
統
の
保

存
・
発
信
や
理
解
促
進
、
継
承
な

ど
二
十
八
に
及
ぶ
具
体
的
な
事
業

や
、
様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

食
の
理
想
郷
へ
歩
み
だ
す

　

鶴
岡
の
食
文
化
は
私
た
ち
の
誇

り
と
財
産
で
す
。
ユ
ネ
ス
コ
の
認

定
は
そ
れ
に
気
付
く
き
っ
か
け
を

与
え
て
く
れ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

 

「
―
鶴
岡
は
ど
ん
な
ま
ち
で
す

か
？
」
と
聞
か
れ
た
と
き
に
、「
季

節
ご
と
に
お
い
し
い
食
が
あ
り
、

素
晴
ら
し
い
食
文
化
が
息
づ
い
て

い
る
ま
ち
で
す
」
と
、
誇
り
と
自

信
を
持
っ
て
市
民
一
人
ひ
と
り
が

当
た
り
前
に
紹
介
で
き
る
ま
ち
。

そ
う
し
た
食
の
理
想
郷
へ
向
け
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
五
年
間
は
、
食
文
化
産
業

の
活
性
化
に
重
点
を
置
き
、「
ユ

ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
」
を
戦
略
と
し
ま
す
。

　

食
文
化
を
生
か
し
た
産
業
の
取

り
組
み
の
強
化
（
モ
ノ
の
ブ
ラ
ン

ド
化
）
と
食
文
化
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
強
化
（
都
市
の
ブ
ラ

ン
ド
化
）
の
二
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
な
が
ら
、
食
を
楽
し
む
、

食
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す

る
交
流
人
口
を
増
や
し
、
観
光
業

や
農
林
水
産
業
、
食
関
連
産
業
へ

経
済
効
果
を
波
及
さ
せ
ま
す
。
そ

し
て
地
域
産
業
全
体
が
発
展
す
る

好
循
環
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
。
そ
の
先
を
見
据
え
て

　

こ
の
戦
略
を
進
め
る
上
で
、
国

内
外
か
ら
鶴
岡
の
食
文
化
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
今
の
状
況

は
追
い
風
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
海
外

か
ら
の
来
訪
者
が
増
え
る
と
と
も

に
、
世
界
へ
情
報
発
信
さ
れ
る
ま

た
と
な
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

食
文
化
を
生
か
し
た
情
報
発

信
の
強
化
、
料
理
人
の
技
術
向

上
、
食
文
化
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
充

実
、
農
林
水
産
物
の
品
質
向
上
等

を
通
し
外
国
人
の
誘
客
増
大
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
二
一
年
に

は
、
鶴
岡
で
し
か
感
じ
る
こ
と
が

　旅行者に、鶴岡の食を楽しみ、
鶴岡でしか感じることのできな
いストーリーを提供する鶴岡ツーリズムの推進の
ため、受け入れ体制の整備・強化を図ります。
　また、鶴岡の豊かな風土をともに体験、体感し
てもらえる食文化体験を総合的に展開する「つる
おか食と風土の祭典（仮称）」を、２・３年に１
度開催します。

農林水産物のブランド化の推進
　庄内浜トップブランド水産物創出事業によって、
庄内おばこサワラなどのブランド化を推進します。

付加価値の高い商品開発
　事業者の情報交換会等を開催し、開発の動機づけ
を行うことで、商品開発の機運を醸成します。

郷土料理などの料理講習会の開催
　家庭に伝わってきた郷土料理を次世代に継承して
いくため、料理のレシピの習得を図ります。

　GI（地理的表示保護制
度）の活用を支援し、焼畑
あつみかぶ等本市特産物の

ブランド力強化を目指します。この制度によって
類似品との差別化が図られ、ブランド力向上や販
路拡大が期待されます。

食文化アカデミーの検討
　国際的な視点から食文化を学びたい人が鶴岡に集
まり、国際的に開かれた食文化教育・プログラムの
提供を目指す体制について検討します。

食の理想郷へ
　今後展開していく取り組みの一例を紹介します。


